












































































































































































































































































昭　和 3，660 66．4％ 2，200 42．7％ 5，260 53．9％
本渓湖 1，050 22．8 1，950 37．9 3，000 30．7
東辺道 500 10．8 1，000 19．4 1，500 15．4

















































































































































































































































































































































製　銑　部　門 500，000 3 ○ ○
500，000 4 ○ ○
810，000 5 × ×
550，000 6 × ×
製　鋼　部　門
製鋼工場 5GO，000 4 × ○
7501000 5 × ×
750，000 6 × ×
圧　延　部　門
銅片工場 670，000（750，000） 4 × ○
670，000 5 × ×






200，000 5 × ×
薄板工場 増補　5，000 4 ×
?
110，000 5 × △
小形工場 110，000 4 × △
30，000 5 × ×
中板工場 150，000 4 × ○
厚板工場 2GO，000 6 × ×
中形工場 100，000 5 × ?
コープ及び
Xケルプ 100，000 5→6 ×
?
鉱力美装板 80，000 5→6 × ×
動　力　部　門
発電所 2，500kw 4 × ○
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注1　満鉄経済調査委員会「五ヶ年後に放ける満州鉄鋼需要推定（改訂）（第3回）」，1937年
　　8月（満鉄調査部『満州五ヶ年計画立案書類・鉄鋼関係資料』1980年3月，龍渓書舎，
　　241－271ページ）満鉄経済調査委員会満州産業開発　五ヶ年計画小委員会「鉄鋼需要
　　予想」1937年9月（同上277－272ページ）商工省鉱山局「鉄鋼生産力拡充計画」1937年
　　9月（『商工政策史』第17巻，1970年3月，344－345ページ）より作成。満州生産実
　　績および満州需要実績（生産高一輸出高）は『製鉄業参考資料』による。
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こうした推計作業はいずれも今後の生産に対して起こりうる制約条件を度外
視し，過去の需要趨勢から総力戦期の需要高（必要生産高）を引き出すとい
　　　　　　　　　　（73）
う形でなされていた。準戦時体制に入って既に深刻化しつつあった資金，原
料，労働一等の不足については特別の考慮を払わないままに，虫の良い希望的
な推計がなされていたのである。その意味では満州鉄鋼業の増産計画は輸入力
の算定から個別の産業計画を統括しようとした盲動計画とは相互にかみ合わ
ない土俵の⊥に作られていた。そして修正計画以後の目標数値の引き上げは
そうした砂上の楼閣にさらに屋上屋を架していく作業であったということが
できよう。
（73）例えば鋳物用銑鉄の場合，推計は以下の4方法によってなされていた。①大正14一
　昭和10年置実績により最小自乗法（一次回帰）で趨勢線を導出。（決定係数r＝＝O．36）
　②昭和6－10年の実需高より最小自乗法で趨勢線を導出。（決定係数r－0．80）③昭
　和3－9年の人口1人当消費高より年平均増加額を算出。④昭和6－9年の需要実績
　より年平均需要高を算術平均により算定。熟案の1941年の予測値は①5万6千トン②
　10万7千トン③9万9千トン④13万5千トンであったが，このうち①については1934
　年の満州鋳物用銑鉄需要が既に5万1千トン余に達していたことから妥当性が疑問視
　され，結局②③④案の平均値11万3千トンを基準とし，毎年の平均需要増加高約1万
　トンを考慮して41年予測値は11万トン余に達するものとされていた。第1図註記資料
　参照。
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付録第1図　銑鉄増産計画目標（1000トン）
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